
2003年出土の木簡

端
や
海
岸
砂
丘
の
後
背
部
に
も

他
に
旧
紫
雲
寺
潟
推
定
域
の
潟

の
古
代

・
中
世
遺
跡
は
、
主
に

奥
山
荘
々
域
の
中
心
地
に
あ
た

る
胎
内
川
扇
状
地
上
に
密
集
し
、

じ
頃
の
河
川

(
S
D
一
九
）
の
近
隣
で
小
柱
穴
が
検
出
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ

る
。
ち
な
み
に
、
直
上
の
＞
層
は
シ
ル
ト
と
砂
の
互
層
と
な
る
紫
雲
寺
潟
基
底

の
泥
層
で
あ
る
。

に
遺
る
こ
と
に
な
っ
た
。
近
隣

沈
降
し
、
紫
雲
寺
潟
の
湖
底
下

よ
っ
て
流
さ
れ
、
堆
積
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

震
な
ど
の
断
層
運
動
に
よ
っ
て

洪
水
に
よ
る
堆
積
の
後
に
、
地

位
置
し
、
縄
文
時
代
晩
期
の
集
落
を
中
心
と
す
る
。
集
落
廃
絶
後
、
九
世
紀
の

調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

遺
物
散
布
地

縄
文
時
代
晩
期
、
弥
生
時
代
し
中
世

遺
跡
は
、
享
保
年
間
以
降
の
干
拓
で
著
名
な
紫
雲
寺
潟
（
塩
津
潟
）
の
中
に

木
簡
は

一
九
九
九
年

一
0
月
に
行
な
っ
た
、
日
本
海
東
北
自
動
車
道
に
隣
接

す
る
用
水
路
設
置
工
事
の
立
会
調
査
で
出
土
し
た
。
狭
小
な
範
囲
の
調
査
の
た

め
、
出
土
時
点
の
詳
細
な
状
況
に
関
し
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。

整
理
の
結
果
、
二

O
G
1
0
グ
リ
ッ
ト
に
相
当
す
る
地
点
の

VI
層
か
ら
出
土

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
地
点
は
、
縄
文
時
代
晩
期
の
集
落

の
中
を
流
れ
て
い
た
河
川

(S
D
―
四
二

0
)
の
左
岸
に
近
い
。
木
簡
が
出
土

し
た

VI
層
は
、
粒
子
の
や
や
細
か
い
粗
砂
の
層
で
あ
る
。
層
の
厚
み
は
薄
い
が
、

シ
ル
ト
や
粘
土
と
い
っ
た
さ
ら
な
る
細
粒
を
含
ま
な
い
の
で
、
洪
水
な
ど
で
短

器
の
他
に
、
土
錘
、
浮
子
、
木
製
の
盤
、

曲
物
側
板
、
斎
串

・
馬
形
な
ど
の
木

製
祭
祀
具
が
出
土
し
て
い
る
。
土
層
の
堆
積
状
況
も
合
わ
せ
て
考
慮
す
れ
ば
、

木
簡
を
含
め
た
こ
れ
ら
の
遺
物
は
、
周
辺
に
所
在
す
る
遺
跡
か
ら
洪
水
な
ど
に

な
お
、
木
簡
と
関
係
す
る
可
能
性
の
あ
る
時
期
の
遺
構
と
し
て
は
、
調
査
区

中
央
部
に
広
が
る
泥
炭
層
の
堆
積
地

(
S
X
五
一）

で
足
跡
が
検
出
さ
れ
、
同

木
簡
と
同
じ

VI
層
か
ら
は
、
九
世
紀
中
葉
か
ら
末
葉
ま
で
の
須
恵
器
や
土
師

7
 
遺
跡
の
年
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

期
間
に
堆
積
し
た
も
の
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
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5
 
4
 

荒
川
隆
史

3

発
掘
機
関
闘
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

2

調
壺
期
間

一
九
九
九
年
（
平
11
)
四
月
1

―1
0
0
一
年
九
月

1

所
在
地

新
潟
県
北
蒲
原
郡
加
治
川
村
大
字
金
塚
字
青
田

あ

お

た

新
潟

•

青
田
遺
跡

い
く
つ
か
の
集
中
が
見
ら
れ
る
。
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木
簡
の
釈
文
・
内
容

上
端
部
は
圭
頭
状
に
つ
く
り
、
下
端
部
は
ほ
ぼ
真
横
に
折
れ
て
い
る
。
刃
物

失
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
中
央
や
や
下
綿
で
も
分
断
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

ち
ら
も
人
為
的
な
切
断
で
は
な
い
。
幅
は
一
定
だ
が
、
三
文
字
目
付
近
か
ら
緩

や
か
に
湾
曲
す
る
。
表
面
の
調
整
痕
跡
は
一
部
で
し
か
確
認
で
き
な
い
が
、
裏

面
は
明
瞭
で
あ
る
。
墨
痕
は
表
面
に
だ
け
認
め
ら
れ
る
。
発
見
時
か
ら
墨
痕
は

一
・
ニ
文
字
目
だ
け
が
よ
う
や
く
肉
眼
で
観
察
で
き
る
程
度
で
、

そ
の
他
は
赤
外
線
装
置
を
用
い
な
け
れ
ば
判
読
は
難
し
い
。

問
題
は
こ
の
木
簡
の
時
期
で
、

とヽ

一
文
字
目
は
梵
字
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
木
簡
の
性
格
と
し
て
は
、
文

(
1
3
5
)
 X
 1
7
 x
 
1
 

0
6
1
 

一
．
―
-
文
字
目
の

間
は
間
隔
を
開
け
て
お
り
、
二
文
字
目
以
降
の
文
字
内
容
を
合
わ
せ
て
考
え
る

字
内
容
か
ら
塔
婆
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
上
端
部
を
圭
頭
状
に

す
る
形
状
や
厚
さ
が
非
常
に
薄
い
特
徴
も
、
他
の
塔
婆
と
さ
れ
る
木
簡
に
近
い
。

二
つ
の
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。
第
一
に
、

木
簡
の
出
土
し
た

VI
層
の
士
器
や
斎
串
な
ど
の
遺
物
か
ら
は
、
九
世
紀
後
半
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
時
期
に
塔
婆
、
特
に
木
製
塔
婆
の
使
用

を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
出
土
資
料
に
も
見
出
せ
な
い
。
文
献
史
料
で
は
、

菅
原
征
子
氏
（
「日
本
古
代
の
民
間
宗
教
」
）
が
信
憑
性
を
指
摘
す
る
「
僧
妙
達
蘇

非
常
に
薄
く
、

の
痕
跡
は
な
く
、
近
隣
か
ら
流
さ
れ
た
状
況
を
考
慮
す
る
と
、
そ
の
過
程
で
欠

8
 (1) 

（
梵
字
ヵ
）

「
口
南
無
阿
弥
陀
仏

だ
東
北
自
動
車
道
関
係
発
掘
調
査
報
告
書
＞

，
 

形
状
を
呈
し
た
本
木
簡
の
時
期
を
九
世
紀
後
半
と
は
決
め
が
た
い
。

生
注
記
」
（
『
続
々
群
書
類
従
」
第
一
六
雑
部
。
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
一
1

一
宝
絵
注
好

選
」
所
収
）
に
、
隣
接
す
る
越
後
国
蒲
原
郡
大
領
守
部
有
成
が

一
0
世
紀
に
塔

婆
を
設
立
し
た
記
事
を
見
出
せ
る
が
、
こ
れ
が
木
製
塔
婆
と
は
断
定
で
き
な
い
。

よ
っ
て
、
塔
婆
の
使
用
は
今
の
と
こ
ろ
一

0
世
紀
以
降
と
考
え
ら
れ
、
塔
婆
の

第
二
は
、
梵
字
を
含
む
文
字
内
容
や
、
薄
く
湾
曲
す
る
よ
う
な
本
木
簡
の
形

状
、
草
履
芯
や
先
が
二
股
に
分
か
れ
た
い
わ
ゆ
る
雁
又
の
鏃
、
短
刀
な
ど
の
金

属
製
品
が
遺
物
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
世
に
属
す
る
可
能
性
も

あ
る
。
た
だ
、
中
世
と
思
わ
れ
る
遺
物
が
出
土
す
る
層
位
は
、
木
簡
が
出
土
し

た
VI
層
よ
り
上
層
で
あ
り
、
出
土
層
位
が
異
な
る
。

以
上
、

い
ず
れ
も
十
分
な
根
拠
に
欠
け
、
時
期
の
決
定
は
難
し
く
、
現
段
階

で
は
九
世
紀
後
半
と
中
世
の
両
方
の
可
能
性
を
示
す
に
留
め
た
い
。

関
係
文
献

新
潟
県
教
育
委
員
会

・
闘
新
渇
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
『
日
本
海
沿
岸

青
田
遺
跡
』
（
二
0
0
四
年
）

（
田
中
一
穂
）

中
｀
甘
往
り
1
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